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本日の説明内容

①建材中のアスベスト含有量分析について

②大気中のアスベスト分析について

③アスベスト分析の精度管理について



建材中のアスベスト含有量分析



建築物の石綿使用有無の事前調査

設計図書（図面、施工記録等）による調査

建築物の種別

不 明石綿含有建材 非石綿含有建材

使用建築材料の種類 施 工 年 施 工 部 位

目視調査・分析調査



アスベスト含有建材と使用時期

出典：国土交通省「目で見るアスベスト建材（第２版）」（２００８） http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha08/01/010425_3_.html
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アスベスト含有建材の使用部位例

出典：国土交通省「目で見るアスベスト建材（第２版）」（２００８） http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha08/01/010425_3_.html
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出典：国土交通省「目で見るアスベスト建材（第２版）」（２００８） http://www.mlit.go.jp/kisha/kisha08/01/010425_3_.html



建材中の石綿分析法の変遷

H8.3.29 基発第188号
↓

H17.6.22 基安化発第0622001号
↓

H18.3.25 JIS A 1481(2006)
↓

H20.6.20 JIS A 1481(2008)
詳細は別紙（建材・吹付け材中のアスベスト分析法の変遷）参照



過去の建材中アスベスト分析における問題点

・アスベスト含有量の規制値の改正に伴い、分析方法が何回か変更されて
きた。

・現行のJIS法が公定法として定められる以前の分析手法(特にX線回折法)
には問題点も多く、過去の調査において適切な判定ができていない事例
が散見された。

・当時は使用記録や輸入実績から、国内で主として使用されていたクリソ
タイル、アモサイト、クロシドライトの3種類のアスベスト鉱物のみが測定
対象とされるケースがほとんどであったが、その後の調査でこれら3種以
外のアスベスト鉱物(トレモライト、アクチノライト等)が使用されている建材
が確認され、現在はクリソタイル、アモサイト、クロシドライト、トレモライト
／アクチノライト、アンソフィライトの6種のアスベスト鉱物を対象とするこ
とになった。



建材中のアスベスト分析方法
JIS A 1481 (2008)

詳細は別紙（建材中のアスベスト分析方法フロー）参照



Ｘ線回折分析

クリソタイル

アモサイト

クロシドライト

トレモライト／
アクチノライト

アンソフィライト



位相差・分散顕微鏡分析

参 考

ｸﾘｿﾀｲﾙ
nD

25℃=1.550
ｱﾓｻｲﾄ

nD
25℃=1.680

ｸﾛｼﾄﾞﾗｲﾄ
nD

25℃=1.680

ﾄﾚﾓﾗｲﾄ
/ｱｸﾁﾉﾗｲﾄ

nD
25℃=1.620

ｱﾝｿﾌｨﾗｲﾄ
nD

25℃=1.628



建材中のアスベスト含有の有無の判定方法

・ Ｘ線回折法で石綿鉱物と疑わしき回折ピークが認められ、かつ、顕微鏡観
察で3000粒子中石綿が４繊維状粒子以上の場合は「石綿含有」と判定し、
定量分析を実施する。

・ Ｘ線回折法で石綿鉱物と疑わしき回折ピークは認められないが、顕微鏡観
察で3000粒子中石綿が４繊維状粒子以上の場合は「石綿含有」と判定し、
定量分析を実施する。

・ Ｘ線回折法で石綿鉱物と疑わしき回折ピークが認められるが、顕微鏡観察
で3000粒子中、石綿が４繊維状粒子未満の場合は、回折ピークが認めら
れた石綿鉱物を対象として、一次分析試料を用いて再度、標本を作製し顕
微鏡による分析を行う。再分析の結果、3000粒子中石綿が４繊維状粒子
以上の場合は「石綿含有」と判定し、定量分析を実施する。3000粒子中石
綿が４繊維状粒子未満の場合は「石綿含有なし」と判定する。

・ Ｘ線回折法で石綿鉱物と疑わしき回折ピークは認められず、かつ、顕微鏡
観察で、3000粒子中石綿が４繊維状粒子未満の場合は「石綿含有なし」と
判定する。



X線回折法ではアスベスト以外の鉱物でもアスベストに似た回
折ピークを示すことがある。例えば、蛇紋岩、緑泥石、カオリン
鉱物はクリソタイルと同様なX線回折ピークが認められる。
また、タルクはアモサイトやクロシドライトと同様なX線回折角
度(10°付近)に回折ピークがあるので注意する必要がある。そ
のため、最終的なアスベスト有無の判定は、位相差･分散顕微
鏡染色法による判断が優先される。

顕微鏡による判定は、鉱物特有の屈折率の違いを利用し浸
液中の分散色によって各アスベスト鉱物を同定するわけである
が、本来繊維状ではないものが前処理の過程で破砕され、そ
の形状がアスベストの定義に当てはまってしまうものをアスベス
トと同定したり、本来繊維状粒子ではない劈開粒子(トレモライ
ト)等をアスベストと判定してしまうケースもあるので十分に注意
が必要である。⇒分析機関によって判定がまちまち



吹付けバーミキュライトの定性分析
測定の原理と概要

①一般にバーミキュライトとされる鉱産物の多くは、構造層間にカリウムイオンを
多く持つハイドロバイトタイトを含むことが多い。これらの鉱物はその成因から
石綿鉱物としてクリソタイルやトレモライトが共生することがある。

②バーミキュライトのＸ線回折パターンに特徴的な約12.4°の回折線は、クリソタ
イルの12.1°の回折線と、ハイドロバイオタイトの約10.5°の回折線は、トレモ
ライトの10.4°の回折線と重なり合うことから、通常のＸ線回折法では石綿鉱
物の含有を誤認したり過剰に評価したりする可能性がある。

③バーミキュライトは、構造層間のマグネシウムイオンをカリウムイオンに置換す
ることによって、結晶構造の格子面間隔が小さくなり、Ｘ線回折パターンにおい
て前述のピークが、クリソタイル及びトレモライトの回折ピークの付近に出現し
なくなる。この原理を利用して、塩化カリウム処理した試料及び標準試料（クリ
ソタイル0.8％、トレモライト0.5％含有）の回折強度を比較して石綿含有の有無
を確認する。



吹付けバーミキュライトの定性分析の問題点

①0.1％の含有量の評価をするのにクリソタイル
0.8％、トレモライト0.5％含有の標準試料と比較し
てアスベスト含有有無の判断をしている。

⇒0.1%含有の評価ができているのか？

②Ｘ線回折分析のみでの評価手法の為、アスベス
トに近い位置で回折ピークを示す非繊維状の鉱
物をアスベストと誤認してしまう可能性がある。

⇒顕微鏡観察での確認が必須！
繊維の有無の確認をせずにアスベスト含有と判
定してしまう分析機関も多い！



吹き付けバーミキュライト分析の事例
同じひる石試料を２つの分析機関に分析依頼したところ、分

析機関によってアスベスト含有の有無の判定が異なった。

分析法を確認したところ、２社ともJIS法吹付けバーミキュライト
定性分析に基づきＸ線回折分析を実施していたが、一社はＸ線

回折法においてクリソタイルのピークが検出されたため石綿含

有と判断、もう一社はＸ線回折法においてクリソタイルのピーク

が検出されたが、分散染色法で顕微鏡観察を実施したところ、

クリソタイル繊維が確認されなかったので石綿含有なしと判断

していた。

JIS法には吹き付けバーミキュライトの定性分析の評価におい
て、分散染色法での繊維確認の記述はないが、偏光顕微鏡や

電子顕微鏡で確認してもアスベスト繊維は確認されず、最終的

には石綿含有なしと判断した。



建材中のアスベスト含有量分析の課題

①事前調査における試料採取箇所の選定、採取箇所数、採取
法が適切かどうか？

・採取者の判断が不十分だったり現場の状況によっては適

切な採取ができないケースもある。

・採取者にも建築物に関する一定の知識が必要。

②適切な分析機関、分析技術者が分析しているか？

価格の安い業者へ依頼しがち。

工事業者が関連企業に分析依頼するケースもあり。

装置、設備があれば誰でも分析して報告書がだせる。

（作業環境測定機関や計量証明事業所でなくでもよい）

分析機関（分析者）の技術レベルの確認が必要

・



建材中のアスベスト含有量分析の課題

③調査・分析会社の技術レベルは十分か？

・アスベストやその分析に関する知識や経験が十分か？

・分析法をきちんと理解しているか？

・十分な技術をもった技術者が分析しているか？

クロスチェック、技能向上プログラム、技術講習等へ参加

精度管理の実施、使用機器の管理、etc・・
分析を再委託している場合はきちんと委託先の管理がで

きているか？



大気中のアスベスト分析



大気中の石綿測定の対象

・作業環境

・室内環境

・環境大気

・排ガス

・その他



大気中の石綿測定の流れ

①試料採取（ろ紙捕集）

↓
②ろ紙の前処理（標本作製）

↓
③分析（顕微鏡法）



大気中の石綿測定方法

①位相差顕微鏡法（総繊維数）

②位相差顕微鏡法と生物顕微鏡法との併用

③位相差顕微鏡法を用いた分散染色法

④分析走査型電子顕微鏡法（Ａ－SEM法）

⑤分析透過型電子顕微鏡法（Ａ－TEM法）



大気中のアスベスト分析法一覧



解体現場での処理作業における石綿濃度測定の区分

出典：国土交通省 建築改修工事監理指針（下巻）（平成22年版）



ｱｽﾍﾞｽﾄﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾏﾆｭｱﾙ（第4.0版）における
測定内容



大気中石綿濃度の測定（試料採取）のイメージ



大気中石綿濃度の測定のイメージ

出典：アスベストモニタリングマニュアル（第4.0版）

標本作製し、総繊維濃度の計数



マニュアルに繊維の計数方法が記載されているが

判定ルールの詳細は分析機関によって異なるのが実

状。

↓
例えば総繊維の測定においては・・・

Ａ社・・長さ5μm以上、幅3μm未満、アスペクト比3以上の繊維を
全て計数

Ｂ社・・長さ5μm以上、幅3μm未満、アスペクト比3以上の繊維の
うちアスベストと疑わしい繊維のみ計数

→当然、総繊維数は、Ａ社＞Ｂ社 となる



位相差顕微鏡法による総繊維分析の課題

①マニュアル、JIS等に繊維の判定法が示されているが、分析機
関ごとに、解釈や判定ルールの詳細に違いがあり、結果が
異なる要因となる。

②分析者の経験・能力が結果に与える影響が大きい。

③使用する顕微鏡の性能（レンズの性能等）や操作方法による
微妙な違いが繊維の判定に影響を与える可能性あり。

→技術者の技能レベルの評価をし、継続的に技術の確認、維
持をする仕組みが必要

→アスベスト繊維計数技能向上プログラムの実施



アスベスト繊維計数技能向上プログラム

2009年より継続的に日本環境測定協会で実施

リロケータブルスライドを用いた技能向上を目的とし
たプログラム。

観察記録を元に技術レベルの評価と合わせて分析
者の顕微鏡観察における欠点や癖を整理しフィード
バック。

点数での評価だけではなく個々の技術レベルを向上
させるためのトレーニングの側面もある。



リロケータブルスライドと「合意基準」

・Pangが視野を正確に再現出来るスライドを開発。
Am.Ind.Hyg.Assoc.J., 61, pp529-538(2000)

・Harper等は、多くの分析機関の合意によって各視野の繊維数を決定し
その値を「合意基準」とすることを提案。

Am.Ind.Hyg.Assoc.J., 64, pp283-287(2003)

アモサイトのRelocatable Slide。円の直径は
100μmで顕微鏡下でWalton-Beckettグレイティ
クルと一致する。



リロケータブルテストスライド



リロケータブルテストスライド

スライド(#1521-4)のグループ1
視野F-1の熟練者による観察結果
合意基準の例

リロケータブルテストスライドの回覧
•アスベスト標準のリロケータブルテスト
スライドを用意

•観察する視野のリストを付して各機関に
回覧



アスベスト繊維の計数及び報告
観察・計数結果の報告
視野毎にどのように繊維が見えたか図示し、繊維数を報告する



記録票への記入例

評価者が記入

計数ルールに合致
しない形状の繊維
は、○で囲む



合意基準 記録票

比較



結果の集計及び解析

• 結果の集計

– 視野毎の報告値(Reported Fibers; RF)と合意基準値(Verified Fibers; VF)と
の誤差(Discrepancy;D)を求める

– 正の誤差(D+)、負の誤差(D-)をそれぞれ合計する
– 誤差の絶対値の総和を求める

• 結果の評価

– スコアを次の式に従って求める
Score＝{(ΣVF－Σ|D|)÷ΣVF}×100

– 米国やカナダでの”Proficient”(熟練者)の基準はスコア60以上であり、こ
こでもこれに従う

• 結果の解析

– 正の誤差、負の誤差それぞれの総和をVFの総和で割って規格化したもの
(Normalized D+、D-)で過大評価、過小評価の傾向の把握

– 報告様式を確認し、分析者のアスベスト繊維の観察の癖について解析



アスベスト繊維計数技能向上プログラムの流れ

①リロケータブルテストスライドの回覧（１回目）
↓
②PCM法による繊維の観察・計数
↓
③観察・計数結果の報告
↓
④参加者への結果のフィードバック
同一スライドでの再計数による確認

↓
⑤リロケータブルテストスライドの回覧（２回目）
↓
⑥PCM法による繊維の観察・計数
↓
⑦観察・計数結果の報告
↓
⑧参加者への結果のフィードバック
結果の集約及び解析、測定の信頼性向上の確認



成績評価シートの一例①
（Relocatable Slideを使ったNIOSH-AIHAのクロスチェック試験プロジェクトで使われている）



成績評価シートの一例
（Relocatable Slideを使ったNIOSH-AIHAのクロスチェック試験プロジェクトで使

われている）

正解値（ ）と報告値（ ）の差はわずか7でこの分析者の精度はよさそうだが、数え過ぎ
（D+）と見落とし（｜D-｜）の総和でスコアを出すと50点以下で計数精度は悪い。総繊維数だ
けの比較では個人の精度を正しく評価出来ない。



計数の誤差要因

長さ5µm未満の繊維を計数した例(アモサイト)

ピントが合わず繊維を見落とした例(アモサイト)

誤差要因 正の誤差を与え
る例(+)

負の誤差を与え
る例(-)

繊維サイズ 長さ5µm未満の
繊維を計数

長さ5µm以上の
繊維を数え落とし

視力 繊維以外のもの
を誤って計数

繊維の見落とし

計数ルール 1本と数えるべき
繊維を2本と計数

視野境界にある
繊維を数え落とし

記録のミス

位相差顕微鏡での計数における誤差要因*

ピントが合った状態

ピントが合っていない状態

誤差要因の例
•アモサイト:長さ5µm未満の繊維の計数や視野境界
での繊維の計数にミス

•クリソタイル:細い繊維の見落としや５µm未満の繊維
を計数するといったミス

*Pang, AIHA J, 2000



分析者別のスコア（1回目）



分析者別の報告値の合意基準からのずれ（1回目）



• 計数結果の解析
• データのフィードバック
• 同一スライドでの再観察

→ 2回目の計数実施



分析者別のスコア（2回目）



分析者別の報告値の合意基準からのずれ（2回目）



1回目と2回目の計数結果の比較

【第１回目結果】 【第２回目結果】

参加者数 153 参加者数 153 

参加事業所数 119 参加事業所数 119 

有効解答者数 152 有効解答者数 152 

SCORE AVERAGE 66.87 SCORE AVERAGE 76.57

SCORE MIN -64.29 SCORE MIN 26.32 

SCORE MAX 90.23 SCORE MAX 94.44 

SCORE ≦60 28.3% SCORE ≦60 5.3%

SCORE ＞60 71.7% SCORE ＞60 94.7%



スコアの度数分布の比較

1回目 ２回目



アスベスト繊維計数技能向上プログラム
（位相差顕微鏡法）の参加実績



解体現場での迅速分析法

①位相差/偏光顕微鏡による分析
②可搬型走査電子顕微鏡による分析

③蛍光顕微鏡法による分析

④ファイバーモニターによる分析



アスベストの分析が可能な分析機関

詳細別紙：日本環境測定協会HPより（2012.5.25現在）



迅速分析についての課題

①対応できる分析機関はまだ少ない

②現場での実績が少なく知見や経験がまだ少
ない

③対応する分析機関の技術的担保

④管理するための指標が明確でないため現場
での運用には検討が必要

⑤現場での管理基準が設定されればニーズも
増えるかも・・・





主成分がバーミキュライト以外の場合

残渣率0.15以上 残渣率0.15未満

三次分析試料作製

基底標準吸収補正法に
よるX線回折定量分析

アスベスト含有率

回折ピークが
標準試料を
上回る場合

アスベスト含有 アスベスト含有なし

アスベスト含有 アスベスト含有なし

二次分析試料作製

標準試料と塩化カリウム処理後
試料の回折ピーク面積の比較

４繊維状粒子
以上

位相差・分散顕微鏡による
定性分析(再分析）

４繊維状粒子
未満

回折ピークが
標準試料を
下回る場合

位相差・分散顕微鏡による
定性分析

塩化カリウム処理

アスベスト有無の確認
X線回折法

回折ピークあり 回折ピークなし

アスベストの回折ピーク
あり

アスベストの回折ピーク
なし

４繊維状粒子
以上

４繊維状粒子
未満

建材中のアスベスト分析方法フロー（JIS　A　1481：2008）

試料採取

一次試料の調製

X線回折分析法による
定性分析

吹付けバーミキュライト
定性分析

主成分がバーミキュライトの場合

一次試料

粉砕(75μm以下）
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1 (株)環境科学研究所 北海道 函館市西桔梗町28－1 0138-48-6211 http://www.leskk.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 (株)環境プロジェクト 北海道 札幌市厚別区厚別西1条1－8－10 011-895-6210 http://www.kan-pro.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 (株)第一岸本臨床検査センター 苫小牧本社 北海道 苫小牧市日吉町2－3－9 0144-72-5401 http://www.kclgroup.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 (株)ズコーシャ 北海道 帯広市西18条北1－17 0155-33-4400 http://www.zukosha.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 (株)福田水文センター 北海道 札幌市北区北24条西15－2－5 011-736-2371 http://www.f-suimon.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○

6 (株)北炭ゼネラルサービス 環境センター 北海道 苫小牧市あけぼの町1－3－3 0144-55-1171 http://www.hokutan-gs.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 北電総合設計(株) 京極事務所 北海道 虻田郡京極町字春日162－6 0136-41-2795 http://www.hokuss.co.jp/ ○ ○ ○

8 (一財)北海道環境科学技術センター 北海道 札幌市北区北24条西14－8－5 011-758-1161 http://business2.plala.or.jp/kankyo-c/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 北海道三井化学(株) 分析センター 北海道 砂川市豊沼町1 0125-52-2384 http://www.bunseki.org/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 野外科学(株) 北海道 札幌市東区苗穂町12－2－39 011-751-5153 http://www.yagai.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 エヌエス環境(株) 青森支店 青森県 青森市大字浜田字玉川347 017-739-0451 http://www.ns-kankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 エムアールシーユニテック(株) 青森県 八戸市江陽3－1－109 0178-44-1113 http://www.mrc-unitec.com/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 (株)産業公害・医学研究所 八戸分室 青森県 八戸市大字河原木字浜名谷地76 0178-28-9424 http://www.sankouken-chemical-labo.jp/index.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 エヌエス環境(株) 総合分析センター 岩手県 盛岡市みたけ4－3－33 019-643-8913 http://www.ns-kankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 (株)大東環境科学 総合技術センター 岩手県 紫波郡矢巾町広宮沢1-265 019-698-2671 http://www.daitou-e.com/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 エヌエス環境(株) 東北支社 宮城県 仙台市宮城野区中野字葦畔140 022-254-4561 http://www.ns-kankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 北日本環境整備(株) 宮城県 仙台市宮城野区東仙台1－18－26 022-252-3863 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 東北緑化環境保全(株) 宮城県 多賀城市桜木3－8－22 022-367-3459 http://www.tohoku-aep.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 (財)宮城県公害衛生検査センター 宮城県 仙台市青葉区落合2－15－24 022-391-1133 http://www.miyagikougai.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 秋田環境測定センター(株) 秋田県 秋田市川尻御休町11－14 018-864-1281 http://www.aksc.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 (株)秋田分析コンサルタント 秋田県 秋田市保戸野鉄砲町10－11 018-896-7032 0 ○ ○ ○ ○

22 エヌエス環境(株) 秋田支店 秋田県 秋田市川尻総社町8－13 018-865-1331 http://www.ns-kankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 (株)計量分析センター 山形県 山形市南原町1－21－18 023-641-6369 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 (株)テトラス 山形県 山形市大字志戸田550 023-643-3226 http://www.tetlas.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 (株)理研分析センター 山形県 鶴岡市道形町18－17 0235-24-4427 http://riken-ac.com/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 (株)環境分析研究所 福島県 福島市東浜町22－2 024-535-0183 http://kankyobunseki.co.jp/ ○

27 (株)クレハ分析センター 福島県 いわき市錦町落合16 0246-63-6755 http://www.kureha-bunseki.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 (株)江東微生物研究所 環境分析センター 福島県 いわき市好間工業団地4－18 0246-36-7111 http://www.koutou-biken.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○

29 常磐開発(株) 福島県 いわき市常磐湯本町辰ノ口1 0246-72-1133 http://www.jobankaihatsu.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 (株)新環境分析センター 福島県分析センター 福島県 郡山市喜久田町卸1－104－1 024-959-1771 http://www.nkbc.jp/shinkankyou/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 (株)日本化学環境センター 福島県 郡山市松木町2－25 024-942-6676 http://www.jec-web.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 (株)エコ・クリエイティブ・ジャパン 茨城県 つくば市花畑2－10－19 029-864-2033 http://www.eco-creative.jp/ ○ ○ ○

33 (株)環境研究センター 茨城県 つくば市羽成3－1 029-839-5501 http://www.erc-net.com/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34 クリタ分析センター(株) 茨城県 つくば市高野台2－8－14 029-836-7011 http://www.kuritabunseki.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 (株)ケムコ 茨城県 鹿嶋市大字光3 0299-84-3616 http://www.kemuco.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 住友金属テクノロジー(株) 鹿島事業部 茨城県 鹿嶋市大字光3 0299-84-2665 http://www.smt-kashima.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 日立協和エンジニアリング(株) 日立分析センター 茨城県 日立市弁天町3－10－2 0294-55-7809 http://www.hitachi-kyowa.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 (株)三菱化学アナリテック 東日本事業所 茨城県 稲敷郡阿見町中央8－5－1 0298-87-1017 http://www.mccat.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39 (株)環境管理研究所 栃木県 宇都宮市野沢町602－9 028-665-3153 http://www.kankanken.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 (株)環境ラボ 栃木県 佐野市宮下町7－10 0283-84-1131 http://www.kankyolabo.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 (財)栃木県環境技術協会 栃木県 宇都宮市下岡本町2145－13 028-673-9080 http://homepage2.nifty.com/tochikankyou/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 平成理研(株) 栃木県 宇都宮市石井町2856－3 028-660-1700 http://www.heiseiriken.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 (株)環境科学コーポレーション 関東事業所 群馬県 藤岡市浄法寺456 0274-52-2727 http://www.eac.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 (株)環境技研 群馬県 高崎市金古町1709－1 027-372-5111 http://www.get-c.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 (株)群馬分析センター 群馬県 高崎市並榎町637－2 027-326-7805 http://www.tsukada-group.com/companies/bunseki/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 エヌエス環境(株) 東京支社 東京技術センター 埼玉県 越谷市伊原1－4－7 048-989-5631 http://www.ns-kankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 (一財)化学物質評価研究機構 東京事業所 埼玉県 北葛飾郡杉戸町下高野1600 0480-37-2601 http://www.cerij.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 (株)環境技研 戸田テクニカルセンター 埼玉県 戸田市笹目2－5－12 048-422-4857 http://www.kankyougiken.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 (株)環境総合研究所 埼玉県 川越市鴨田592－3 049-225-7264 http://www.kansouken.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 (株)環境テクノ 埼玉県 東松山市大字大谷3068－70 0493-39-5181 http://www.kankyoutekuno.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 (株)建設環境研究所 環境科学技術センター 埼玉県 さいたま市大宮区櫛引町1－268－1 048-668-7282 http://www.kensetsukankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 (社)埼玉県環境検査研究協会 埼玉県 さいたま市大宮区上小町1450－11 048-649-5497 http://www.saitama-kankyo.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 (株)産業分析センター 埼玉県 草加市谷塚町405 048-924-7151 http://www.sangyobunseki.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 東邦化研(株) 環境分析センター 埼玉県 越谷市流通団地3－3－8 048-961-6161 http://www.tohokaken.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 内藤環境管理(株) 埼玉県 さいたま市南区大字太田窪2051－2 048-887-2590 http://www.knights.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 山根技研(株) 埼玉県 児玉郡美里町中里2 0495-76-2232 http://www.yamane-eng.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57 (株)上総環境調査センター 千葉県 木更津市潮見4－16－2 0438-36-5001 http://www.kazusakankyo.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 (株)住化分析センター 千葉事業所 千葉県 袖ヶ浦市北袖2－1 0438-63-6920 http://www.scas.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 セイコーアイ・テクノリサーチ(株) 千葉県 松戸市高塚新田563 047-391-2298 http://www.sii.co.jp/sitr ○ ○ ○ ○ ○

60 (株)セレス 千葉県 我孫子市我孫子1646 04-7182-2884 http://www.ceresco.jp ○

61 (株)太平洋コンサルタント 千葉県 佐倉市大作2－4－2 043-498-3856 http://www.taiheiyo-c.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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62 (一財)千葉県環境財団 千葉県 千葉市中央区中央港1－11－1 043-246-2078 http://www.ckz.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63 (財)千葉県薬剤師会 検査センター 千葉県 千葉市中央区中央港1－12－11 043-242-5940 http://www.chiba-kensacenter.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 東電環境エンジニアリング(株) 環境事業部 環境化学部 千葉県 千葉市緑区大野台2－3－6 043-295-8405 http://www.tee-kk.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

65 (株)永山環境科学研究所 千葉県 鎌ケ谷市南初富1－8－36 047-445-7277 http://www.ngym.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66 日鉄環境エンジニアリング(株) 君津センター 千葉県 木更津市畑沢1－1－51 0438-36-5911 http://www.nske.co.jp ○ ○ ○ ○

67 (株)ユーベック 千葉県 木更津市久津間613 0438-41-7878 http://www.ubec.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 いであ(株) 東京都 世田谷区駒沢3－15－1 03-4544-7609 http://ideacon.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

69 (株)伊藤公害調査研究所 東京都 大田区大森北1－26－8 03-3761-0431 http://www.itoh-kohgai.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

70 (株)EFAラボラトリーズ 東京都 千代田区神田神保町2-2-31 03-3263-6055 http://www.efa.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 (株)環境管理センター 東京都 八王子市下恩方町323－1 042-650-7200 http://www.kankyo-kanri.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 環境保全(株) 東京都 八王子市大和田町2－4－14 042-660-5979 http://www.kankyouhozen.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

73 環境リサーチ(株) 東京都 八王子市小門町6－22 042-627-2810 http://www.kankyo-research.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

74 帝人エコ・サイエンス(株) 東京都 港区三田3－3－8 03-5440-4301 http://www.teijin-eco.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 (株)東京環境測定センター 東京都 荒川区東尾久6－43－9 03-3895-1141 http://www.toukansoku.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

76 東京テクニカル･サービス(株) 東京都 江戸川区西葛西8－20－20 03-3688-3284 http://www.tts-4u.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 (株)日新環境調査センター 東京都 足立区本木2－18－29 03-3886-2105 http://www.nisshin.co.jp/kankyo/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 (一財)日本文化用品安全試験所 東京都 墨田区東駒形4－22－4 03-3829-2512 http://www.mgsl.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 ヒロエンジニアリング(株) 東京都 台東区台東1－14－11 03-3832-8451 http://hec-35.co.jp/ ○ ○ ○ ○

80 (株)分析センター 東京都 千代田区三崎町3－4－9 03-3265-1726 http://www.analysis.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 (株)ＩＨＩ検査計測 福浦事業所 神奈川県 横浜市金沢区福浦2-6-17 045-791-3516 http://www.iic-hq.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 (株)アクアパルス 神奈川県 横浜市金沢区福浦2－16－19 045-788-5101 http://www.aqua-pulse.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 (株)オオスミ 神奈川県 横浜市瀬谷区五貫目町20－17 045-924-1050 http://www.o-smi.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 化工機プラント環境エンジ(株) 神奈川県 川崎市川崎区大川町2－1 044-355-0598 http://www.kakoki.co.jp/kpec/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 グリーンブルー(株) 横浜本社 神奈川県 横浜市神奈川区西神奈川1－14－12 045-322-1011 http://www.greenblue.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

86 (株)酒井化学研究所 神奈川県 大和市柳橋1－3906－9 046-263-6764 http://www.sakai-kagaku.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 (株)総合環境分析 神奈川県 横浜市緑区鴨居1－13－2 045-929-0033 http://www.s-kb.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 (株)相新   日本環境調査センター 神奈川県 厚木市栄町2－2－32 046-223-4727 http://www.soshin-kankyo.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

89 (株)タツタ環境分析センター 神奈川事業所 神奈川県 茅ケ崎市茅ケ崎3－3－5 0467-87-0967 http://www.tatsuta.co.jp/bunseki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 (株)テルム 環境エンジニアリング事業部 神奈川県 横浜市神奈川区新浦島町1－1－32 045-440-6431 http://www.term-g.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

91 日本環境(株) 中央研究所 神奈川県 横浜市鶴見区鶴見中央3－12－31 045-501-8651 http://www.n-kankyo.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

92 (株)横須賀環境技術センター 神奈川県 横須賀市浦郷町5－2931 046-865-6661 http://www.toho-chem.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

93 横浜エンジニアリング(株) 神奈川県 横浜市中区万代町1－2－12 045-664-3550 http://www.e-yec.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 (一財)上越環境科学センター 新潟県 上越市下門前1666 025-543-7664 http://www.jo-kan.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

95 東北緑化環境保全(株) 新潟支社 新潟県 北蒲原郡聖籠町東港1－1－155 025-256-2506 http://www.tohoku-aep.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

96 (社)新潟県環境衛生中央研究所 新潟県 長岡市新産2－12－7 0258-46-7151 http://www.nehcl.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

97 (一財)新潟県環境分析センター 新潟県 新潟市江南区祖父興野53－1 025-284-6500 http://www.nkbc.jp/nkbcweb/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

98 (株)メイキョー 山梨県 甲府市徳行2－2－38 055-228-2858 http://www.eps1.comlink.ne.jp/~meikyo/index.html ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

99 (株)山梨県環境科学検査センター 山梨県 甲斐市竜王新町2277－12 055-278-1600 http://www.yrce.co.jp/ ○ ○

100 (株)環境技術センター 長野県 松本市大字笹賀5652－166 0263-27-1606 http://www.kgcenter.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

101 環境未来(株) 長野県 松本市本庄1－1－13 0263-37-1977 http://www.kankyomirai.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

102 (株)公害技術センター 長野県 松本市平田西1－1－26 0263-28-5426 http://www.kotec.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

103 (株)コーエキ 長野県 岡谷市田中町3－3－24 0266-23-2155 http://www.e-koeki.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

104 (一社)長野県労働基準協会連合会 長野県 長野市アークス2－3 026-223-0246 http://www.naganoroukiren.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

105 南信環境管理センター(株) 長野県 上伊那郡箕輪町大字中箕輪12253 0265-79-1871 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

106 ミヤマ(株) 長野県 長野市青木島3－2－1 026-284-5114 http://www.miyama.net/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

107 アースコンサル(株) 富山県 射水市戸破8－17 0766-56-1180 http://www.e-consul.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

108 ダイヤモンドエンジニアリング(株) 分析事業所 富山県 魚津市本新751 0765-24-3521 http://www.diamond-eng.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

109 日本海環境サービス(株) 富山県 富山市久方町2－54 076-433-3038 http://www.nes-env.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

110 (株)大和環境分析センター 石川県 能美郡川北町三反田273 076-277-3733 http://www.yamatokankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

111 (株)エオネックス 石川県 金沢市東蚊爪町1-19-4 076-238-9685 http://www.chika.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

112 (一財)岐阜県公衆衛生検査センター 岐阜県 岐阜市曙町4－6 058-247-3101 http://www.koeiken.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

113 寿和工業(株) 岐阜県 可児市広見1－47 0574-62-2121 http://www.toshiwa-kougyou.com ○ ○ ○

114 (株)富士清空工業所 岐阜県 岐阜市加納本町6－18 058-271-8727 http://www.fujiseiku.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

115 いであ(株) 環境創造研究所 静岡県 焼津市利右衛門1334－5 054-622-9551 http://ideacon.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

116 環境総合研究機構(株) 静岡県 浜松市北区都田町9165－2 053-428-9100 http://www.kansoken.lineup.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

117 (株)サイエンス 静岡県 静岡市葵区瀬名中央1－7－55 054-261-8212 http://www.science-c.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

118 (株)サンコー分析センター 静岡県 浜松市南区下江町604－1 053-426-0731 http://www.sankobunseki.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

119 (株)静環検査センター 静岡県 藤枝市高柳2310 054-634-1000 http://www.seikankensa.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

120 東海プラント分析センター(株) 静岡県 沼津市大諏訪510－1 055-924-2700 http://www.bunseki.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

121 日本総研(株) 静岡県 浜松市南区西島町1622 053-425-7531 http://www.nihonsoken.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

122 立華工業(株) 静岡県 富士市本市場422－1 0545-61-8402 http://www.rikka.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　アスベストの試料採取及び分析が可能な会員一覧

会　員　名 都道府県 所在地 TEL

保　　有　　機　　器
分　　　　　　析

建　　材 気　　　　中 水　質
試　　料　　採　　取

2012年5月25日

123 (株)愛　研 愛知県 名古屋市守山区天子田2－710 052-771-2717 http://www.ai-ken.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

124 (株)イズミテック 愛知県 豊橋市高師町字北新切267－5 0532-46-8521 http://www.izumitec.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

125 いであ(株) 名古屋支店 愛知県 名古屋市港区入船1－7－15 052-654-2551 http://ideacon.jp/ ○ ○

126 (株)環境公害センター 愛知県 名古屋市守山区花咲台2－201 052-739-1350 http://www.kankyoukougai.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

127 (株)コスモ環境衛生コンサルタント 愛知県 名古屋市西区城北町3－129－2 052-529-2656 http://cosmokankyoeisei.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

128 サンエイ(株) 環境事業部 愛知県 刈谷市泉田町西沖ノ河原1 0566-22-2114 http://www.san-ei-kk.co.jp ○ ○

129 (株)大同分析リサーチ 愛知県 名古屋市南区大同町2－30 052-611-9602 http://www.daido.co.jp/dbr/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

130 (株)テクノ中部 愛知県 名古屋市港区大江町3－12 052-614-7159 http://www.techno-chubu.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

131 東亜環境サービス(株) 愛知県 名古屋市南区北内町1－22 052-822-9654 http://www.toakankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

132 (一財)東海技術センター 愛知県 名古屋市名東区猪子石2－710 052-771-5161 http://www.ttc-web.com/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

133 (株)東海分析化学研究所 愛知県 豊川市御津町赤根下川50 0533-75-2250 http://www.tb-labo.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

134 (株)名古屋環境分析センター 愛知県 名古屋市北区落合町267 052-901-2411 0 ○ ○ ○ ○ ○

135 (株)日本環境技術センター 愛知県 一宮市貴船町3－5－2 0586-73-1512 http://www.jet-nihonkankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

136 ノザキ(株) 愛知県 名古屋市中村区長筬町1－70 052-412-2281 http://www.kknsc.com/ ○ ○ ○

137 藤吉工業(株) 愛知県 名古屋市千種区末盛通2－13－2 052-763-2548 http://www.fujiyoshi.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

138 (株)ユニケミー 愛知県 名古屋市熱田区伝馬1－8－18 052-682-5619 http://www.unichemy.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

139 (株)中部環境技術センター 三重県 松阪市伊勢寺町418－1 0598-58-3110 http://ce-tec.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

140 (株)東海テクノ 三重県 四日市市午起2－4－18 059-332-5122 http://www.tokai-techno.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

141 (株)福井環境分析センター 福井県 越前市北府2－1－5 0778-21-0075 http://www.feac.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

142 (株)北陸環境科学研究所 福井県 福井市光陽4－4－27 0776-22-2771 http://www.hokukanken.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

143 (株)近畿分析センター 滋賀県 大津市晴嵐2－9－1 077-534-0651 http://www.kbc-em.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

144 東レテクノ(株) 滋賀県 大津市園山1－1－1 077-537-5150 http://www.toraytechno.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

145 夏原工業(株) 滋賀県 彦根市高宮町2688－1 0749-26-3272 http://www.natsuhara.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

146 (株)西日本技術コンサルタント 滋賀県 草津市矢橋町649 077-562-4949 http://www.ngcon.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

147 (株)日　吉 滋賀県 近江八幡市北之庄町908 0748-32-5001 http://www.hiyoshi-es.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

148 (株)環協技研 京都府 京都市伏見区下鳥羽東芹川町50 075-622-3237 http://www.kankyo-g.co.jp/giken ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

149 環境計測(株) 京都府 京都市伏見区竹田真幡木町28 075-643-0341 http://www.kankyou-keisoku.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

150 (株)ジーエス環境科学研究所 京都府 京都市南区吉祥院新田壱ノ段町5 075-313-6791 http://www.gskankyo.com/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

151 (株)日新ビジネスプロモート 京都府 京都市右京区梅津高畝町47 075-864-8515 http://bunseki.nissin.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

152 (株)ユニチカ環境技術センター 関西事業所 京都府 宇治市宇治小桜23 0774-25-2522 http://www.unitika.co.jp/kangi/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

153 いであ(株) 大阪支社 環境化学グループ 大阪府 大阪市住之江区南港北1－24－22 06-4703-2865 http://ideacon.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

154 エヌエス環境(株) 西日本支社 大阪府 吹田市垂水町2－36－27 06-6310-6222 http://www.ns-kankyo.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

155 (株)大阪環境技術センター 大阪府 茨木市室山2－13－1 072-643-2258 http://www.okg.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

156 (株)片山化学工業研究所 大阪府 大阪市東淀川区東淡路1－6－7 06-6322-0176 http://www.katayama-chem.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

157 関西環境リサーチ(株) 大阪府 寝屋川市田井町21－30 072-835-5598 http://www.kansai-kankyou.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

158 (株)かんでんエンジニアリング 環境管理部 大阪府 大阪市港区福崎3－1－176 06-6577-8063 http://www.kanden-eng.co.jp ○ ○ ○

159 (株)ケイ・エス分析センター 大阪府 富田林市錦織南2-9-2 0721-20-5611 http://www.ks-bunseki.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

160 (株)サン・テクノス 大阪府 大阪市都島区善源寺町2－3－16 06-6922-0211 http://www.sunteqnos.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

161 (株)住化分析センター 大阪事業所 大阪府 大阪市此花区春日出中3-1-135 06-6466-5247 http://www.scas.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

162 (株)総合水研究所 大阪府 堺市堺区神南辺町1－4－6 072-224-3532 http://www.mizuken.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

163 (株)田岡化学分析センター 大阪府 大阪市淀川区西三国4－2－11 06-6396-1681 http://www.taoka-chem.co.jp/analysis/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

164 (株)タツタ環境分析センター 大阪府 東大阪市岩田町2－3－1 06-6725-6688 http://www.tatsuta.co.jp/bunseki ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

165 (株)日環サービス 大阪府 摂津市鳥飼本町2－11－24 072-653-2061 http://www.nikkanservice.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

166 (株)日鐵テクノリサーチ 関西事業所 大阪府 堺市堺区築港八幡町1 072-233-1180 http://www.nstr.co.jp/kansai/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

167 日本環境分析センター(株) 大阪府 摂津市千里丘5－12－3 06-6380-6660 http://www.j-kan.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

168 日本検査(株) 理化学試験センター 大阪府 東大阪市吉田本町3－7－10 072-965-7701 http://www.nihonkensa.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

169 日本メンテナスエンジニヤリング(株) 大阪府 大阪市北区同心1－7－14 06-6355-3000 http://www.jme-net.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

170 川重テクノロジー(株) 兵庫県 明石市川崎町1－1 078-921-1670 http://www.kawaju.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

171 (株)環境ソルテック 兵庫県 高砂市荒井町新浜1－2－1 079-443-6508 http://www.k-soltech.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

172 (株)環境テクノス 兵庫県 朝来市和田山町林垣221－1 079-672-5615 http://www2.nkansai.ne.jp/com/technos ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

173 キソー化学工業(株) 兵庫県 神戸市灘区摩耶埠頭1 078-871-6755 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○

174 (株)コベルコ科研 兵庫県 神戸市灘区灘浜東町2 078-882-8058 http://www.kobelcokaken.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

175 (株)ニッテクリサーチ 兵庫県 姫路市広畑区富士町1(本社） 079-236-8883 http://www.nittech.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

176 (財)ひょうご環境創造協会 兵庫県 神戸市須磨区行平町3－1－31 078-735-2776 http://www.eco-hyogo.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

177 野村興産(株) ヤマト環境センター 奈良県 宇陀市菟田野区大澤55 0745-84-2822 http://www.nomurakohsan.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

178 和建技術(株) 和歌山県 和歌山市紀三井寺532－2 073-447-3913 http://www.waken-eng.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

179 サンイン技術コンサルタント(株) 鳥取県 米子市昭和町25－1 0859-32-3310 http://www.sanin-gc.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

180 (財)鳥取県保健事業団 鳥取県 鳥取市立川町6-176 0857-23-4843 http://www.hokenjigyoudan-tottori.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

181 (公財)島根県環境保健公社 島根県 松江市古志原1－4－6 0852-24-0207 http://www.kanhokou.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

182 (株)安来製作所 島根県 安来市飯島町1240－5 0854-22-1910 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

183 (株)エクスラン・テクニカル・センター 岡山県 岡山市東区金岡東町3－3－1 086-943-7253 http://www.extec.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　アスベストの試料採取及び分析が可能な会員一覧

会　員　名 都道府県 所在地 TEL

保　　有　　機　　器
分　　　　　　析

建　　材 気　　　　中 水　質
試　　料　　採　　取

2012年5月25日

184 (株)サンキョウ-エンビックス 岡山県 岡山市南区米倉66－2 086-242-1035 http://www.sankyo-ltd.co.jp ○ ○ ○ ○

185 (一財)淳風会 岡山県 岡山市北区万成東町3－1 086-252-1185 http://www.junpukai.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

186 (株)住化分析センター 岡山事業所 岡山県 倉敷市児島田の口6－4－1 086-477-8103 http://www.scas.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

187 (株)アサヒテクノリサーチ 広島県 大竹市晴海2－10－22 0827-59-1800 http://www.asahigrp.net/atr/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

188 (株)エヌ・イーサポート 広島県 広島市西区己斐本町3－13－16 082-272-9000 http://www.nesupport.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

189 ＭＨＩソリューションテクノロジーズ(株) 広島県 広島市西区観音新町1－20－24 082-294-1066 http://www.mhisoltech.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

190 中外テクノス(株) 広島県 広島市西区横川新町9－12 082-295-2263 http://www.chugai-tec.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

191 (株)中国環境分析センター 広島県 竹原市塩町1－3－1 0846-22-2629 http://www.toho-zinc.co.jp/center/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

192 東和環境科学(株) 広島県 広島市中区舟入町6－5 082-297-6111 http://www.towakagaku.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

193 (株)日本総合科学 広島県 福山市箕島町南丘399－46 084-981-0181 http://www.ntsc.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

194 (財)広島県環境保健協会 広島県 広島市中区広瀬北町9－1 082-293-1511 http://www.kanhokyo.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

195 富士企業(株) 広島県 広島市佐伯区楽々園4－6－19 082-923-0188 http://www.fuji-nt.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

196 ラボテック(株) 広島県 広島市佐伯区五日市中央6－9－25 082-921-5531 http://www.labotec.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

197 (株)太平洋コンサルタント 西日本事業所 山口県 山陽小野田市大字小野田6276 0836-83-3358 http://www.taiheiyo-cement.co.jp/thc/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

198 (株)イーアンドイー・リサーチ 徳島県 徳島市川内町平石古田260－2 088-666-2330 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

199 東邦化工建設(株) 徳島事業所 徳島県 徳島市応神町吉成字只津37－19 088-641-2365 http://www.t-cec.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

200 四国計測工業(株) 多度津工場 香川県 仲多度郡多度津町南鴨200-1 050-8802-3745 http://www.yonkei.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

201 (株)住化分析センター 愛媛事業所 愛媛県 新居浜市菊本町1－7－5 0897-32-8977 http://www.scas.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

202 環境テクノス(株) 福岡県 北九州市戸畑区中原新町2－4 093-883-0150 http://www.kan-tec.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

203 (一財)九州環境管理協会 福岡県 福岡市東区松香台1－10－1 092-662-0410 http://www.keea.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

204 (株)九州テクノリサーチ 福岡県 北九州市戸畑区飛幡町2－1 093-872-5401 http://www.k-t-r.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

205 九電産業(株) 福岡県 福岡市東区名島2-18-20 092-671-6071 http://www.kyudensangyo.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

206 (株)新日本環境コンサルタント 福岡県 福岡市南区長丘3－25－15 092-561-8716 http://www.enjec.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

207 日鉄環境ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株) 環境ﾃｸﾉ事業本部 北九州ｾﾝﾀｰ 福岡県 北九州市戸畑区中原先の浜46－80 093-884-1782 http://www.nske.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

208 (一財)九州産業技術センター 佐賀県 鳥栖市宿町721－1 0942-83-2405 http://www.kitec2.jp ○ ○ ○

209 (財)佐賀県環境科学検査協会 佐賀県 佐賀市光1－1－2 0952-22-1651 http://www.sakankyo.net/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

210 (株)環境衛生科学研究所 長崎県 長崎市田中町603－3 095-834-0250 http://www.ec-kaken.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

211 西部環境調査(株) 長崎県 佐世保市三川内新町26-1 0956-20-3232 http://www.serc.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

212 (社)長崎県食品衛生協会 食品環境検査センター 長崎県 西彼杵郡長与町高田郷3640－3 095-883-6830 http://homepage3.nifty.com/nagasaki~sk/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

213 (株)微研テクノス 長崎県 佐世保市白岳町166－1 0956-31-9557 http://www.biken-t.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

214 ニチゴー九州(株) 熊本県 宇土市北段原町230 0964-22-4790 http://www.nichigo-kyushu.jp/ ○ ○ ○ ○

215 (株)野田市電子 熊本県 熊本市世安町335 096-322-0167 http://www.nodaichig.jp/environment/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

216 (公社)大分県薬剤師会 検査センター 大分県 大分市大字豊饒字光屋441－1 097-544-4400 http://www.oitakensa.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

217 (株)住化分析センター 大分事業所 大分県 大分市大字鶴崎2200 097-523-1289 http://www.scas.co.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

218 (財)宮崎県環境科学協会 宮崎県 宮崎市大字田吉6258－20 0985-51-2077 http://www.miyazaki-kankyo.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

219 (株)鹿児島環境測定分析センター 鹿児島県 鹿児島市谷山港2－5－11 099-201-4177 http://www.kagoshima-kankyo.com ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

220 (財)鹿児島県環境技術協会 鹿児島県 鹿児島市七ツ島1－1－5 099-262-6059 http://www.kagoshima-env.or.jp ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

221 (株)小溝技術サービス 鹿児島県 鹿児島市天保山町16－18 099-256-0151 http://komizo-tec.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○

222 (株)沖縄環境分析センター 沖縄県 宜野湾市真栄原3－7－24 098-897-0910 http://www.oeac.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

223 (一財)沖縄県環境科学センター 沖縄県 浦添市字経塚720 098-875-1941 http://www.okikanka.or.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

224 (株)南西環境研究所 沖縄県 中頭郡西原町字東崎4－4 098-835-8411 http://www.nansei-kankyo.co.jp/ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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第 4 回アスベスト繊維計数技能向上プログラム（位相差顕微鏡法） 

実 施 要 領 
平成 24 年 5 月 28 日 

一般社団法人 日本環境測定分析協会 
アスベスト分析法委員会 

１．試 験 名  第 4 回 アスベスト繊維計数技能向上プログラム（位相差顕微鏡法） 

２．試験目的 アスベスト分析における繊維計数の精度及び技能向上 

３．試験項目 繊維状粒子の計数 

４．試験方法 JIS K 3850-1 6.1「位相差顕微鏡法（PCM 法）」の計数ルールに従 
い、繊維状粒子を求める方法 

※ 但し、本試験では繊維数の判定のうち、粒子が付着している繊維については、

JIS によらずアスベストモニタリングマニュアル（第 4.0 版）（以下、「マニュアル」

という。）の計数ルールを採用するものとする（マニュアル p.17 ［2.3.2 (2) 5) ⑤］

又は別紙「参考資料」Ⅲを参照）。 

５．試験実施の流れ（概要） 

試験用スライドの配付（Round 1：第 1 回目試験）【日環協又は参加試験所より送付】 
 ↓ 
PCM 法による繊維の観察・計数（10 日以内※）→ 試験終了後スライド送付 
 ↓              ※ 土、日、祝日を除く、以下同様。   【指定送付先へ】 
Round 1 結果報告（試料到着日より 14 日以内）【日環協へ】 
 ↓ 
観察・計数結果の集計・解析【日環協】 
 ↓ 
各参加機関へ結果フィードバック及び Round 1 用スライドの再配付（7 日以内） 
 ↓                        【日環協より各参加者へ】 
試験用スライドの配付（Round 2：第 2 回目試験）【日環協又は参加試験所より送付】 
 ↓ 
PCM 法による繊維の観察・計数（10 日以内）→ 試験終了後スライド送付 
 ↓                            【指定送付先へ】 
Round 2 結果報告（試料到着日より 14 日以内）【日環協へ】 
 ↓ 
観察・計数結果の集計・解析【日環協】 
 ↓ 
各参加機関へ結果フィードバック【日環協より各参加者へ】 
 ↓ 
報告書・参加証の送付 
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６．試験用スライドの配付及び実施期間について 

   本試験は、複数の参加事業所が同一のスライドを使用して実施致します。以下に示

す「試験用スライド配付ルールの概念図」を確認しながら、各項の説明に従い実施し

てください。 
 

試験用スライド１             試験用スライド２ 

 ↓ 日環協より送付           ↓ 日環協より送付 

事業所Ａ 試験実施、終了(10 日以内)    事業所Ｄ 試験実施、終了(10 日以内) 

↓ 事業所Ａより事業所Ｂへ送付     ↓ 事業所Ｄより事業所Ｅへ送付  

事業所Ｂ 試験実施、終了(10 日以内)    事業所Ｅ 試験実施、終了(10 日以内) 

 ↓ 事業所Ｂより事業所Ｃへ送付     ↓ 事業所Ｅより事業所Ｆへ送付 

事業所Ｃ 試験実施、終了(10 日以内)    事業所Ｆ 試験実施、終了(10 日以内) 

↓ 事業所Ｃより日環協へ送付      ↓ 事業所Ｆより日環協へ送付 

日環協へ                 日環協へ 

試験用スライド配付ルールの概念図 

 

(１)  試験用スライドの受領及び発送について 

   試験用スライドは、上記概念図に示すとおり、日環協又は参加事業所より宅配便

（又はゆうパック等）にて送付されます。試験用スライドの受領後、破損等の不備

がないかを確認の上、期間内に試験を実施してください。 
   試験終了後は、破損の恐れがないよう元の荷姿（受領時の状態）に梱包した後、

別途指示のある事業所（最終回覧事業所は日環協）へ指定着日にて送付して下さい。 

注 1） 送付先の指示書及び指定着日は、別途「通知書」にて日環協事務局より連

絡いたします。次の事業所へ送付する際の指定日は、必ず守ってください。 

注 2） 試験用スライドの発送料は、恐れ入りますが事業所にて御負担願います。

なお、宅配業者は特に指定いたしませんので、通常使用される方法にて発

送してください。また、着日指定、ワレモノ扱いとし、着払いによる発送

はしないでください。 

注 3） 発送確認のため、受付後の控え伝票のコピーを E-mail 又は FAX にて日環

協事務局へお送りください。 

注 4） 試験用スライドの事業所間送付を行うため、一部の事業所へ住所等の情報

をお知らせすることをあらかじめご承知おきください。 
    また、本試験で知り得た個人情報は、当該利用目的以外に一切使用しな

いことを厳守願います。 

注 5） 期日を過ぎても試験用スライドが到着しない場合や受領時に破損等が発見

した場合などは、直ちに日環協事務局へその旨連絡してください。 
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 (２) 試験の実施期間について 
    試験は、試験用スライドの受領日を含めて 10 日以内（土、日、祝日を除く）に実

施してください。試験期日を過ぎた場合、以降の予定実施日が遅れることにより、

他の参加者へ迷惑をかけることとなりますので、十分ご留意ください。 

７．試験の実施方法（手順）について 

 (１) 試験に使用する位相差顕微鏡を適切な状態になるよう調整する。 

 (２) 倍率を 400 倍（対物レンズ×40、接眼レンズ×10）とし、アイピースグレイティ 
クルの直径 100μm の円をリロケータブル・スライドの指定視野の円に合わせる。 
 ※ アイピースグレイティクルの円の合わせ方については、7-1 に示す。 

 (３) JIS K 3850-1 による位相差顕微鏡法（PCM 法）の計数ルール（付着粒子の扱いに 
ついては、マニュアルによる）に従い、指定視野における繊維状粒子の計数を行う。 

 (４) 指定視野内でどのように繊維が見えたかを記録票に図示するとともに、繊維数を 
「♯OF FIBRES」欄に記入する。 

    なお、確認された繊維は、7-2 に示す確認繊維の記録方法及び記入例に従い、指定

視野内の存在場所、長さ等なるべく忠実に再現して記録票へ記入する。 

 (５) 別の指定視野について、それぞれ上記(２)～(４)を行う。 

注 6） 指定視野は、別途事務局より連絡するとともに、併せて記録票をお送りい

たします。 
注 7） 計数する視野数は、配付するスライド毎に異なります。必ず指定された全

ての視野を報告してください。 
注 8） 本試験では、アスベスト（クリソタイル）判定のための生物顕微鏡に変え

た計数（旧マニュアルによる方法）は、行わないものとします。 
注 9） 顕微鏡の調整方法、スライドの取扱方法、判定基準については、別紙の「参

考資料」を参照してください。 
 

７－１ アイピースグレイティクルの円の合わせ方 

リロケータブル・スライドの各指定視野の円とアイピースグレイティクル直径

100μmの円が微妙に異なるため、本試験では下図のようにアイピースグレイティク

ルの円を指定視野の左上の円弧に合わせるように置くこととします。 

 

 
この部分を重ね合わ

せるように置く。 
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７－２ 確認繊維の記録方法及び記入例 

確認された繊維の記録方法は、以下のとおりとします。 

記入例を参考に指定視野内の存在場所、長さ等なるべく忠実に再現して記録票へ

記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記入例   ※ 確認した繊維は全て記入すること 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

GRID FIELD ♯ OF FIBRES 

1 D1 2.5 
 

FIBRES REPORTED  

SIZING : EXTRA  MISSING  

VISUAL ACUITY : EXTRA  MISSING  

IDENTIFICATION : EXTRA  MISSING  

RECORDING : EXTRA  MISSING  
 

 
          注）計数ルールに合致しない形状の繊維を○で囲む際は、カウント 
            しない当該繊維がわかるよう明確に示してください。 
 

事務局記入欄につき 
記入しないこと 

境界線と交わってい

ることが分かるよう

に記入する 

計数した繊維数を記入

する 
この視野の場合は 2.5 本 

計数ルールに合致

しない形状の繊維

は、○で囲む 

確認繊維の記録方法 

 

 ① 確認した繊維は、全て記入する。 

 ② 計数ルールに合致する繊維は、そのまま記入する。 

 ③ 視野の境界にまたがる繊維は、境界線と交わっていることが

わかるように記入する。 

 ④ 長さ 5μm 未満、幅 3μm 以上などの計数ルールに合致しない

繊維は、当該繊維を記入の上、○で囲む。 
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７－３ スライドの置き方と観察領域（Ｇ１、Ｇ２）の見え方について 

一つのスライド内には、Ｇ１及びＧ２として２種類の視野指定用の観察領域が存

在します。 

スライドの置き方と観察領域（Ｇ１、Ｇ２）の見え方については、以下の内容を

十分ご理解の上実施してください。（詳細は、別紙「参考資料」の「Ⅱ.試験用スラ

イドの取扱い等について」を参照。） 

※ Ｇ１、Ｇ２を入れ違えて報告された場合は、計数技能評価（スコア）の採点

の対象となりませんので、ご注意ください。 

 

【スライドの置き方と観察領域（Ｇ１、Ｇ２）の見え方について】（参考資料より抜粋） 
 
１．視野指定用の G1・G2 領域の確認とスライドの試料台への置き方 
a) fig.1 のようにラベルを右にしてスライドを置く。 
b) G1・G2 の位置を見る。ラベルに近いほうが G1、その左側が G2。視野指定領域を示すマークは fig.1

のようにフィルター切片の下側にある。 
c) fig.1 の方向にして試料台にスライドを置く。 
d) 低倍率でスライドを観察する。fig.2 のような上下が反転した視野指定用領域の像が観察される。同領

域の上側を示すマークは視野の上方に見える。G1 は左側に、G2 は右側になる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

fig.1 スライドを試料台に置く時の正しい方向      fig.2 顕微鏡下での視野指定用領域と 
   視野の上側を示すマークは試料台の手前側        フィルター切片の反転像 

にくること。                     マークは視野の上方に見える。 
                              G1 は左側に、G2 は右側に見える。 

 

 

８．結果の報告について 

   試験結果報告書に必要事項を記入の上、記録票とともに日環協事務局（10. (3)に示す）

宛てへ郵送してください。 
報告期限は、スライドを受領した日から土、日、祝日を除く 14 日以内（必着）です。 

   なお、報告された内容は結果のフィードバック時に必要となる場合がありますので、

提出物のコピーをお手元に保管されておくことをお勧めします。 

注 10） 報告書送付に際し、E-mail のファイル添付や FAX では、繊維数の記録が

読み取り難い場合がありますので、郵送以外の受付は行いません。 
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９．試験用スライドの再配付（確認試験）について 

本プログラムでは、繊維計数技能の向上を目的としているため、同一スライドを用

いた確認システムを採用しております。 
Round 1 結果を各参加者へフィードバックする際、併せて Round 1 で配付した試験

用スライドを再度お送りしますので、試験結果を確認しながら各指定視野のエラー等

について、各自自己チェックを実施してください。 
チェックを行うことにより、繊維の「見落とし」、「数え過ぎ」に対する具体的要

因（サイジングエラー、ケアレスミス等）について自己評価することができ、以って

自身のスキルアップに繋げて頂くことが本プログラムの目的とするところです。 
自己チェックによる確認試験の結果を活かすべく Round 2 に臨んでください。 

注 11） 確認試験の結果については、日環協へ報告する必要はございません。 
注 12）確認試験用スライドの受領及び発送については、6.(1)に基づき実施してく

ださい。 
    確認試験の期間、送付先の指示書及び指定着日は、別途「通知書」にて

日環協事務局より連絡いたします。 
注 13） Round 2 については、本確認試験は行いません。 

10．その他 

（１）実施回数について 
試験用スライドの配付は、Round 1（平成 24 年 7 月～）及び Round 2（平成 24 年

11 月～）の計 2 回行います。1 回の報告のみでは欠測扱いとなり、参加証が交付され

ませんので、必ず 2 回とも報告してください。 

（２）参加費及び払い込み方法について 
参加費は以下のとおりです。 

 

  
なお、同一試験所において複数参加される場合や同一人が stage 1（アモサイト試

験）・stage 2（クリソタイル試験）の両方に参加される場合については、以下の参加費

割引があります。 
 

【参加費の例】 

 
同一試験所参加人数 stage 1・stage 2 

同時参加 
(但し、同一人に限る) １名 ２名 ３名 

日 環 協 
正 会 員 

stage 1 25,000 円 40,000 円 55,000 円 
40,000 円（1 名） 

stage 2 25,000 円 40,000 円 55,000 円 

一  般 
stage 1 45,000 円 72,000 円 99,000 円 

72,000 円（1 名） 
stage 2 45,000 円 72,000 円 99,000 円 

 
参加費の払い込みは、お申し込み後一週間以内に郵便振替又は銀行振込にて下記口

座へお支払いください。振替・振込手数料は各自ご負担願います。 
 

日環協正会員 ２５,０００円 追加 1名(1種)につき １５,０００円 

一    般 ４５,０００円 追加 1名につき    ２７,０００円 
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※ 郵便振替をご利用される方は、払込票の通信欄に「アスベスト試験参加料」 
とお書きください。 

※ 銀行振込をご利用される方は、ご依頼人名の前に「097」とお入れください。 

○ 郵便振替郵便振替番号  00150－9－98103  (一社)日本環境測定分析協会 

○ ゆうちょ銀行         019 店      当座 0098103  ｲﾂﾊﾟﾝｼﾔﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝﾆﾎﾝｶﾝｷﾖｳｿｸ 

（金融機関コード：9900）  （店番号：019）                  ﾃｲﾌﾞﾝｾｷｷﾖｳｶｲ 

○ 三菱東京ＵＦＪ銀行    八重洲通支店  普通 4238288  ｲﾂﾊﾟﾝｼﾔﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝﾆﾎﾝｶﾝｷﾖｳｿｸ 

（金融機関コード：0005）  （店番号：022）                  ﾃｲﾌﾞﾝｾｷｷﾖｳｶｲ 
 

（３）報告書送付先及び本試験に関する問い合わせ先 
 

一般社団法人 日本環境測定分析協会 
アスベスト試験事務局 

担 当 ：  嶌 田(しまだ) 秀 一 
〒134-0084 東京都江戸川区東葛西２－３－４ 

TEL：03－3878－2811 
FAX：03－3878－2639 
E-mail：asbest@jemca.or.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 本プログラムは、当協会の「環境測定分析士等の資格認定制度に関す

る規程」に基づく【更新登録のための点数を付与する講習会・研修会】

に指定されています。 
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アスベスト繊維計数技能向上プログラム（位相差顕微鏡法） 

に関する参考資料 

 

 

Ⅰ．顕微鏡の調整 

Ⅱ．試験用スライドの取扱い等について 

Ⅲ．判定基準 

 

 

 

 

 

一般社団法人 日本環境測定分析協会 

アスベスト分析法委員会 
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Ⅰ．顕微鏡の調整 

1. 接眼レンズの視度補正 

① 仮にグレイティクルが右側接眼レンズに入っているとする。右眼だけで接眼レ

ンズの視度補正環を回してグレイティクルの目盛りがはっきり見えるようにす

る。 
② 試料(標本)をステージに載せ対物レンズを 10×にし、右眼で試料にピントを合

わせる。 
③ 次に焦点合わせ微動ハンドルは操作せず、左側の接眼レンズの視度補正環を回

して左眼のピントを合わせる。 
 
2. ターレットコンデンサの心出し 

 ① コンデンサのターレットを中空（生物顕微鏡用）の位置にし、対物レンズを 10
×にする。（開口絞りは全開） 

 ② 試料にピントを合わせる。 
 ③ 視野絞りを最小にする。 
 ④ コンデンサ上下動ノブを回して視野絞り像を試料面に結像させる。 
 ⑤ 視野絞り像が接眼レンズの視野の中心に位置するようにコンデンサ心出しネジ

を回して調整する。 
 ⑥ 次に対物レンズを 40×にして試料にピントを合わせる。 
 ⑦ コンデンサ上下動ノブを回して視野絞り像を試料面に結像させる。 
 ⑧ 再度、視野絞り像が接眼レンズの視野の中心に位置するようにコンデンサ心出

しねじを回して調整する。この時視野絞りの大きさを接眼レンズの視野より少し

小さくすると調整し易い。 
 ⑨ 視野絞りが視野に外接するくらいに大きくする。 
 
3. 位相差用リング絞りの心出し 

 ① 対物レンズを 10×(Nikon の場合 Ph1)に切り替え、コンデンサのターレットを

回転させて「Ph1」にする。 
 ② 試料(標本)の物体のない部分で、かつカバーグラスがかかっている部分にステー

ジを移動させる。 
 ③ 鏡筒から接眼レンズをはずし、心出し望遠鏡に入れ替える。 
 ④ 心出し望遠鏡のフランジ部を指で押さえ、接眼部を回して対物レンズの位相リ

ングにピントを合わせる。 
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⑤ 対物レンズの位相リングとコンデンサのリング絞りがずれている場合は、2 つの

心出しノブのクランプねじを緩めてから心出しノブを操作してリング合わせを

行い、完了後クランプねじを締める。 
 ⑥ 念のため、Ph2 レンズでも同様の操作を繰り返す。 
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4. HSE/NPL テストスライドの使用法 

 ① アスベスト繊維をカウントする前に、顕微鏡がじゅうぶん調整されているか調

べるためのスライド。 
 ② 20 本の細い線が一組になったバンドが 7 個刻まれている。各バンドの線の幅は

表のとおり。 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 ③ このテストスライドでは、顕微鏡がじゅうぶん調整されておれば、「バンド 5」

のラインが完全に見え「バンド 6」の一部が見えるはずである。 
 ④ テストは、上下左右のライン（上下は 2 本の、左右は 4 本の太いライン）   
  で囲まれたテストゾーン内の各バンドのラインを検鏡して行なう。 
 ⑤ 慣れないうちはテストゾーンをみつけることが難しい。10×対物レンズでター

レットを Ph2 または Ph3 にしてテストスライドの円内を探すとみつけ易い（タ

ーレットは Ph3 を推奨）。テストゾーンがみつかるとターレットを 40×対物用に

戻す。 
 ⑥ 40×対物レンズで、テストゾーン左側の境界線（縦 4 本）に焦点を合わせる。

焦点が合えば最初の 2～3 バンドのラインが見えるはずである。各バンドごとに

ラインに焦点を合わせ、ラインが確認出来る限界のバンドまで視野を移動させる。

「限界のバンド」とは、テストゾーン内の各ラインが完全に見えるバンドのこと

をいう。各分析者の「限界のバンド」を確定するには眼が慣れるまでしばらく時

間がかかる。③でも述べたように、全てのバンドのラインが見えるわけではない。

普通の視力があり、顕微鏡がじゅうぶん調整されていて、注意深く焦点合わせを

行えば「バンド 5」のラインまで見えるはずである。「限界のバンド」の判定は

慣れてくれば早く出来るようになる。 
 ⑦ ここまでの手順で、アスベスト計数のための顕微鏡の調整が出来たことになる。 

バンド No. ラインの幅(μm) 
1 1.08 
2 0.77 
3 0.64 
4 0.53 
5 0.44 
6 0.36 
7 0.25 
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Ⅱ．試験用スライドの取扱い等について 

１．視野指定用の G1・G2 領域の確認とスライドの試料台への置き方 

a) fig.1 のようにラベルを右にしてスライドを置く。 
b) G1・G2 の位置を見る。ラベルに近いほうが G1、その左側が G2。視野指定領域を

示すマークは fig.1 のようにフィルター切片の下側にある。 
c) fig.1 の方向にして試料台にスライドを置く。 
d) 低倍率でスライドを観察する。fig.2 のような上下が反転した視野指定用領域の像

が観察される。同領域の上側を示すマークは視野の上方に見える。G1 は左側に、

G2 は右側になる。 
e) G1 をみつける。fig.3 のように、金蒸着が施された領域には 14 列・10 行から成る

140 の円形の視野がある。正確に再現可能な直径 100μm の円形視野は縦・横座標

で、A1・H5・L10 のように指定される。 
f) 金蒸着領域の中央には縦座標を二分するセンターラインがある。上半分には座標 1
～5、下半分には座標 6～10 の視野がある。センターラインは縦座標の位置を確認

するのに役立つ。 
 

 
 
 

 

fig.1 スライドを試料台に置く時の正しい方向 
視野の上側を示すマークは試料台の手前側にくること。 
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fig.2 顕微鏡下での視野指定用領域とフィルター切片の反転像 

マークは視野の上方に見える。G1 は左側に、G2 は右側に見える。 
 
 
 
 
 

 
 

fig.3 視野の指定（横軸（A～N）、縦軸（1～10）の座標で視野を決める） 
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２．アイピースグレイティクルの円の合わせ方 

リロケータブル・スライドの各指定視野の円とアイピースグレイティクル直径 100
μm の円が微妙に異なるため、本試験では fig.4 のようにアイピースグレイティク

ルの円を指定視野の左上の円弧に合わせるように置くこととする。 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

fig.4 アイピースグレイティクルの円の合わせ方 
 
 
 
３．計数した繊維の記録 

a) 複数の分析者がスライドを分析した場合は、個別に計数し、個々の結果を提出す

ること。平均を提出するのではない。 
b) 計数の前に、顕微鏡をメーカーの指示どおりに調整すること。また顕微鏡調整の

程度を HSE/NPL テストスライドでチェックすること。（注：開口数 0.75 の対物レ

ンズで倍率 400 倍で観察する場合、テストスライドのブロック 3 の溝がはっきり観

察出来るはずである。ブロック 4・5 の溝は一部分観察出来るが、ブロック 6・7
の溝は観察されない。） 

c) 最初に計数する視野を示した fig.5 を参照する。fig.5 には視野の番号と、その視野

に存在する繊維の位置が示されている。この視野と繊維をみつける。 
Table.1 に指定された視野を位相差顕微鏡にて 400 倍で観察する。 

d) 指定された円形視野をグレイティクルの 100μm の円に合わせる。各視野の繊維

を計数し、その位置を記録紙に記録する。 
e) 計数ルールは別項を参照。（長さ 5μm 以上、径（幅）3μm 未満、アスペクト比：

3 以上の繊維を計数する。） 
f) 繊維を計測するためにグレイティクルの 5μm バーを使うこと。 
 
 

この部分を重ね合わ

せるように置く。 
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fig.5 指定視野の確認と位置合わせの例 

 
 
 

Table.1 計数する視野の座標（例） 
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Ⅲ．判定基準  【JIS K 3850-1 に準じる。】 

（但し、本試験では JIS K 3850-1 に示す「径が 3μm を超える粒子が付着した繊維は計数しな

い。」に替えて、マニュアルに示す「粒子が付着している繊維の場合、粒子を無視して計数す

る。」を採用するものとする。） 

 
・計数対象となる繊維は、長さ 5μm 以上、径（幅）3μm 未満、アスペクト比：3 以上の繊維で

ある。【JIS K 3850-1 6.1.3 d）1) 】 

・繊維の両端がグレイティクルの中にある場合は 1 本と計数する。繊維端のどちらか一方だけが

グレイティクルの中にある場合は 1／2 本と計数する。繊維がグレイティクルを完全に横断して

いて両端がグレイティクルの中にない場合は 0 本とする。【JIS K 3850-1 6.1.3 e）】 

・先端が枝分かれした繊維は「繊維の集合」とみなし、1 本の繊維とする。それらの繊維の径は

枝分かれしていない部分で計測する。【JIS K 3850-1 6.1.3 d）3)】 

・複数の繊維が集まっていても個々の繊維を識別出来るなら、それらの繊維は別個の繊維とみな

す。また、個々の繊維が識別出来ないような塊になっている場合は 0 本とするが、塊が全体と

して計数対象の繊維の寸法を満たす場合は 1 本とする。【JIS K 3850-1 6.1.3 d）4)、5)】 
 
＜その他＞ 
・単繊維が曲がっている場合には、繊維の直線部分を目安にして曲がっている部分に沿って真の

長さを推定して判定する。【JIS K 3850-1 6.1.3 d）2)】 

・粒子が付着している繊維の場合：粒子を無視して計数する。繊維の長さについては繊維が見え

る部分の長さを求め、粒子に隠れて見えない部分の長さは求めない。但し、繊維の両端が粒子

に隠れず、１本につながって見える場合は、粒子に隠れている部分も含めて長さを求める。 
【アスベストモニタリングマニュアル 2.3.2 (2) 5) ⑤】 

 
＜アイピースグレイティクルの境界線と交差する繊維の扱いについて＞（Harper らのルール） 
・一方の端が完全に円外にあって、他の端が「あいまいな」領域にある場合は、繊維は「円外」

にあるものとする。 

・一方の端が完全に円内にあって、他の端が「あいまいな」領域にある場合は、繊維は「円内」

にあるものとする。 

・一方の端が完全に円内にあって、他の端が完全に円外にある場合のみ、繊維は「円と交差」し

ているものとする。 
 
 
具体例は JIS K 3850-1 図 8 の他、以下の図に示す。 
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1 本：長さ、径、アスペクト比が計数基準

を満たしている。 

1 本：径が均一でない場合、径は平均の位

置で計測する。 

1 本 

1 本：粒子が付着している繊維の場合、粒

子を無視して計数する。 

0 本：径が 3μm を超えている。 

0 本：アスペクト比が 3 以下である。 
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1 本：繊維全体がグレイティクルの中にあ

る。 

1／2 本：繊維の片方の端だけがグレイテ

ィクルの中にある。 
 

1 本：繊維の両端がグレイティクルの中に

ある。 

0 本：繊維の両端がグレイティクルの外に

ある。 

1 本：両端が割れているが、枝分かれした

繊維は本体の繊維の一部とみなす。 

1／2 本：繊維の端が 2 本に割れているが、

繊維端は一つとみなす。 

3 本 

0 本：枝分かれした繊維は本体の一部。繊

維の両端がグレイティクルの外にある。 

2 本 

0 本：個々の繊維が識別出来ない塊。 
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